
⑤
震
度
５
強
と
い
う
強
い
体
験
の

中
か
ら
今
後
の
課
題
は
。

　

町
災
害
対
策
本
部
設
置
以
降
の

体
制
の
在
り
方
等
で
、
今
回
の
地

震
を
教
訓
と
し
て
客
観
的
に
そ
の

課
題
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

⑥
福
祉
施
設
を
町
の
避
難
所
と
す

る
協
定
は
で
き
て
い
る
か
。

　

現
在
町
内
４
施
設
を
福
祉
避
難

所
と
し
て
指
定
し
協
定
の
締
結
を

し
て
い
ま
す
。

★
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
つ
い
て

①
年
度
別
捕
獲
目
標
に
対
す
る
実

績
は
。

　

イ
ノ
シ
シ
の
年
間
の
目
標
値
は
７

５
０
で
平
成
27
年
度
の
捕
獲
数
は

４
３
６
、
シ
カ
の
目
標
値
は
２
２
０

で
捕
獲
数
は
１
０
５
で
、
計
画
の

目
標
値
に
は
届
い
て
い
ま
せ
ん
。

②
実
施
隊
員
数
の
動
向
と
狩
猟
人

口
の
増
大
・
確
保
は
。

　

平
成
27
年
度
が
97
名
で
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

担
い
手
の
確
保
は
、
狩
猟
関
係

者
の
口
コ
ミ
や
農
業
者
へ
の
周
知
、

講
習
会
への
積
極
的
参
加
要
請
等
で
、

今
後
も
増
員
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

③
捕
獲
対
策
の
概
要
と
対
策
は
。

　

町
内
の
猟
友
会
の
協
力
の
も
と
、

銃
器
・
わ
な
・
捕
獲
柵
に
よ
る
捕

獲
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

隣
接
市
町
村
の
地
域
間
連
携
で

広
域
的
な
捕
獲
や
集
落
全
体
で
の

協
力
体
制
の
構
築
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

④
町
の
防
止
柵
設
置
補
助
制
度
の

内
容
は
。

　

名
称
は
有
害
鳥
獣
防
護
柵
設
置

補
助
金
で
、
町
内
の
耕
作
農
地
・

た
め
池
・
そ
の
他
農
業
用
施
設
等

に
設
置
す
る
電
気
柵
・
ト
タ
ン
・

金
網
・
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
防
護
柵
の

資
材
購
入
の
た
め
の
補
助
金
で
す
。

　

要
件
は
設
置
延
長
50ｍ
以
上
、

電
気
柵
は
２
段
以
上
線
を
張
り
、

感
電
防
止
措
置
を
講
じ
ま
す
。
補

助
金
の
額
は
上
限
15
万
円
で
設
置

費
用
の
2
/
3
以
内
で
す
。

⑤
国
・
県
の
防
護
柵
対
策
事
業
の

内
容
は
。

　

国
の
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策

交
付
金
事
業
で
補
助
率
は
原
則

1
/
2
。
侵
入
防
止
柵
を
地
域
住

民
が
直
営
で
設
置
す
る
場
合
は
、

資
材
費
の
み
に
対
し
て
、
定
額
の
補

助
が
受
け
れ
ま
す
。
要
件
は
受
益

戸
数
が
３
戸
以
上
で
、
費
用
対
効

果
が
一
定
水
準
以
上
で
あ
る
こ
と
で

す
。

　

県
は
集
落
ぐ
る
み
農
作
物
鳥
獣

被
害
防
止
対
策
事
業
で
、
期
間
が

平
成
28
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
、

補
助
率
は
原
則
1
/
2
。
要
件
は

受
益
戸
数
が
３
戸
以
上
、
受
益
面

積
が
３
ha
以
上
、
集
落
点
検
マ
ッ
プ

の
作
成
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

国・県・町
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

★
計
画
に
つ
い
て

①
現
在
進
行
形
の
計
画
は
。

　
「
鏡
野
町
第
2
次
総
合
計
画
」

や
「
鏡
野
町
地
域
防
災
計
画
」
な

ど
15
計
画
で
す
。

②
住
民
と
協
働
で
作
っ
た
計
画
は
。

　

策
定
に
あ
た
り
、
委
員
会
等
に

住
民
参
加
が
10
計
画
、
行
政
独
自

で
策
定
し
た
も
の
が
５
計
画
で
す
。

③
計
画
形
成
過
程
に
お
け
る
取
組
は
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
関
係

団
体
と
の
懇
談
会
、
意
見
聴
取
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
行
政
主
導
で
作
ら
れ
た
計
画
は

関
係
住
民
に
説
明
が
必
要
で
は
。

　

計
画
策
定
後
の
説
明
会
は
従
来

か
ら
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

⑤
町
の
協
働
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
役
割
分
担
か
。

　

行
政
が
経
費
の
一
部
を
提
供
し
、

行
政
で
は
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ

を
住
民
の
方
々
に
お
願
い
し
た
り
、

一
つ
の
事
業
を
連
携
し
な
が
ら
分

担
し
て
行
っ
て
い
る
場
合
、
事
業

に
参
画
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
も

の
等
が
あ
り
ま
す
。

⑥
計
画
ご
と
の
説
明
会
を
開
催
す

べ
き
で
は
。

　

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑦「
か
が
み
の
創
生
総
合
戦
略
」

と
「
鏡
野
町
第
2
次
総
合
計
画
」

を
町
民
に
と
っ
て
「
心
か
ら
良
か
っ

た
」
と
思
え
る
よ
う
な
計
画
実
現

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

　

設
定
し
た
目
標
に
向
け
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
、
着
実
に

対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
ま
す
。

★
今
後
の
教
育
環
境
に
つ
い
て

①
小
中
一
貫
校
の
実
現
を
目
指
し

て
調
査
・
研
究
・
勉
強
会
を
す
べ

き
で
は
。

　

保
育
園
・
幼
稚
園
の
就
学
前
か

ら
小
学
校
・
中
学
校
ま
で
の
子
ど

も
の
育
ち
を
連
携
し
て
行
う
た
め
、

鏡
野
町
教
育
研
修
会
、
生
徒
指
導

推
進
連
絡
協
議
会
な
ど
の
組
織
に

よ
り
、
保
・
幼
・
小
・
中
の
連
携

教
育
を
す
で
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
給
食
の
無
料
化
、
必
需
品
の
供

給
、
修
学
旅
行
費
の
費
用
免
除
を
。

　

経
済
的
理
由
で
就
学
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
世
帯
に
、
就
学
援
助

制
度
で
学
用
品
・
校
外
活
動
費
・

修
学
旅
行
費
の
実
費
・
学
校
給
食

費
・
医
療
費
の
援
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

無
料
化
に
し
た
場
合
、
小
・
中

学
校
で
約
1
億
6
千
万
円
程
度
の

予
算
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

③
グ
ッ
ズ
リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み

が
で
き
れ
ば
良
い
と
思
う
が
。

　

希
望
が
多
数
あ
れ
ば
、
学
校
ま

た
は
P
T
A
等
で
行
う
検
討
は
可

能
か
と
考
え
ま
す
。

★
今
後
の
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

①
人
口
構
造
に
適
し
た
社
会
づ
く

り
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支
援
を
充
実

さ
せ
て
い
く
体
制
づ
く
り
が
必
要

で
、
鏡
野
町
版
の
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
協
議

を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
現
在
の
福
祉
政
策
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
話
し
合
う
場
が
必
要
と

思
う
が
。

　

公
会
堂
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ

ス
な
ど
の
生
活
範
囲
で
、
住
み
や

す
い
地
域
と
な
る
よ
う
、
身
近
な

地
域
の
こ
と
や
課
題
を
話
し
た
り
、

考
え
た
り
す
る
、
小
地
域
ケ
ア
会

議
（
通
称
お
た
が
い
さ
ま
会
議
）

が
開
催
で
き
る
よ
う
、
鏡
野
町
社

会
福
祉
協
議
会
が
中
心
で
広
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

③
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
り
つ
つ

あ
る
社
会
に
対
応
す
べ
き
で
は
。

　

住
む
家
や
管
理
者
や
誰
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
す
る
か
な
ど
想
定
さ

れ
る
課
題
を
解
決
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
民
間
主
導
で
取
り
組
む
の

が
良
い
と
考
え
ま
す
。　
　

　

お
互
い
様
の
関
係
を
大
切
に
し
、

支
援
の
必
要
な
人
や
地
域
の
困
り

ご
と
を
話
し
合
う
体
制
を
築
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

★
川
を
活
か
し
た
地
域
振
興
に
つ

い
て

①
奥
津
湖
の
周
回
道
路
が
で
き
れ
ば

魅
力
が
高
ま
る
が
。

　

苫
田
ダ
ム
の
構
造
上
、
実
現
困

難
で
す
が
、
県
が
策
定
し
た
「
岡

山
県
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
」、
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